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地
域
の
建
設
業
の
皆
さ
ま
に
は
、

ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
重
要
な
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
大
き
な
期
待
を
寄
せ

て
い
る
。
公
共
施
設
の
整
備
や
イ
ン

フ
ラ
の
維
持
管
理
に
加
え
、
災
害
時

の
応
急
対
応
な
ど
、
地
域
の
安
全
・

安
心
を
支
え
る
存
在
で
あ
り
、
そ
の

役
割
は
今
後
さ
ら
に
重
要
に
な
っ
て

い
く
。
国
土
強
靱
化
の
観
点
か
ら

も
、
行
政
と
の
連
携
は
不
可
欠
で
あ

り
、
観
光
施
設
の
維
持
管
理
な
ど
幅

広
い
分
野
で
力
を
貸
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
一
方
で
、
担
い
手
不
足
は
大
き
な

課
題
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
市
と
し

て
は
、
建
設
業
を
は
じ
め
と
す
る
地

元
企
業
と
連
携
し
、
職
業
体
験
や
企

業
見
学
の
機
会
を
拡
充
す
る
こ
と

で
、
若
い
世
代
の
地
元
就
業
を
促
進

し
て
い
き
た
い
。
子
ど
も
の
頃
か
ら

仕
事
の
魅
力
に
触
れ
る
機
会
を
つ
く

る
こ
と
で
、
将
来
的
な
人
材
確
保
に

つ
な
げ
て
い
く
。
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
の

促
進
も
含
め
、
地
域
で
働
き
、
生

活
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
。

　
地
域
の
建
設
業
が
元
気
で
あ
る
こ

と
が
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
と

持
続
可
能
な
地
域
の
基
盤
に
つ
な
が

る
。
適
正
な
発
注
と
計
画
的
な
事
業

執
行
に
努
め
、
安
定
的
な
事
業
量
の

確
保
に
も
意
を
用
い
な
が
ら
、
行
政

と
建
設
業
が
一
体
と
な
っ
て
、
将
来

世
代
に
誇
れ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
た
い
。

　
大
部
勝
規
市
長
は
、
３
期
目
に
入
っ
た
市
政
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

の
財
政
健
全
化
中
心
の
運
営
か
ら
、
成
長
に
向
け
た
具
体
的
な
施
策
展

開
へ
と
段
階
を
移
す
考
え
を
示
し
た
。
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
よ
る
財
源

確
保
を
は
じ
め
、
義
務
教
育
学
校
整
備
や
駅
周
辺
再
整
備
、
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
強
化
な
ど
の
建
設
事
業
を
本
格
化
。
地
域
の
建
設
業
と
の
連

携
を
軸
に
、
持
続
可
能
で
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

３
期
目
就
任
の
抱
負
・

３
期
目
就
任
の
抱
負
・

意
気
込
み
に
つ
い
て

意
気
込
み
に
つ
い
て

　
３
期
目
に
入
り
、
改
め
て
市
政
運

営
の
重
責
を
実
感
し
て
い
る
。
人
口

減
少
や
少
子
高
齢
化
、
物
価
高
騰
な

ど
、
地
方
を
取
り
巻
く
環
境
は
一
段

と
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
が
、
こ
う

し
た
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
市
民
が
将

来
に
希
望
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

掲
げ
て
き
た
「
市
民
主
役
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
基
本
に
、
市
民
の
声
を
丁

寧
に
く
み
取
り
な
が
ら
、
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
地
域
の
実
現
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
こ
れ
ま
で
の
２
期
８
年
は
、
財
政

健
全
化
と
既
存
資
産
の
見
直
し
に
力

を
入
れ
て
き
た
。
就
任
当
初
は
将
来

負
担
比
率
の
改
善
を
最
優
先
課
題
と

し
、
公
共
施
設
の
統
廃
合
や
集
約
化

を
進
め
て
き
た
ほ
か
、
老
朽
化
施
設

の
再
編
や
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
、

公
共
交
通
の
再
構
築
な
ど
に
取
り
組

み
、
持
続
可
能
な
行
政
基
盤
の
構
築

に
一
定
の
道
筋
を
つ
け
る
こ
と
が
で

き
た
と
考
え
て
い
る
。

　
一
方
で
、
駅
周
辺
整
備
や
観
光
拠

点
整
備
と
い
っ
た
大
規
模
事
業
は
構

想
段
階
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
も
の
も

多
く
、
今
後
は
そ
れ
ら
を
具
体
化
し

て
い
く
段
階
に
入
る
。
３
期
目
は
、

私
自
身
が
前
面
に
立
つ
「
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
」
に
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
。
職
員
と
一
致
協
力
し
な
が
ら
、

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
や
企

業
と
の
連
携
を
さ
ら
に
深
め
、
財
源

確
保
と
事
業
推
進
の
両
立
を
図
っ
て

ま
い
り
た
い
。
す
で
に
企
業
と
の
長

期
的
な
協
定
締
結
な
ど
の
成
果
も
出

て
き
て
お
り
、
今
後
は
一
層
、
関
係

企
業
へ
の
働
き
か
け
を
強
め
て
い
き

た
い
。主

な
建
設
事
業
の
取
り

主
な
建
設
事
業
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

組
み
に
つ
い
て

学
校
の
適
正
配
置
・
整
備

（
義
務
教
育
学
校
施
設
整
備
）

　
少
子
化
が
進
む
中
に
あ
っ
て
も
、

子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
の
質
は

し
っ
か
り
確
保
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
学
校
の
適

正
配
置
を
進
め
る
と
と
も
に
、
義
務

教
育
学
校
の
整
備
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
る
。
た
だ
し
、
資
材
価
格
の
高

騰
な
ど
の
影
響
に
よ
り
事
業
費
が
大

き
く
増
加
し
て
お
り
、
当
初
計
画
は

見
直
し
を
行
っ
た
。
今
後
は
国
の
支

援
動
向
や
コ
ス
ト
縮
減
の
可
能
性
を

見
極
め
な
が
ら
、
事
業
規
模
や
整
備

手
法
の
精
査
を
進
め
、
優
先
順
位
を

見
極
め
た
上
で
段
階
的
な
整
備
を
検

討
し
て
い
く
。
ま
た
、
候
補
地
周
辺

の
道
路
整
備
な
ど
は
先
行
し
て
進

め
、
将
来
の
整
備
に
備
え
て
い
き
た

い
。中

心
市
街
地
整
備

（
高
萩
駅
周
辺
再
整
備
）

　
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
向
け

て
、
駅
周
辺
の
再
整
備
を
進
め
て
い

く
。
現
在
は
基
本
構
想
段
階
に
あ

り
、
新
年
度
か
ら
は
基
本
計
画
の
策

定
に
移
行
す
る
。
今
後
は
地
権
者
や

鉄
道
事
業
者
と
の
調
整
を
本
格
化

さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
５
つ
の

ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
軸
に
、
交
流
拠
点
や

に
ぎ
わ
い
創
出
機
能
の
導
入
を
検
討

し
て
い
る
が
、
単
な
る
施
設
整
備
に

と
ど
ま
ら
ず
、
民
間
投
資
を
呼
び
込

む
た
め
の
環
境
づ
く
り
を
重
視
し
て

い
る
。
創
業
支
援
や
空
き
店
舗
の
活

用
な
ど
、
ソ
フ
ト
施
策
も
含
め
て
実

効
性
の
あ
る
計
画
に
仕
上
げ
て
い
き

た
い
。

道
路
整
備

（
都
市
計
画
・
山
間
観
光
道
路
整
備
）

　
道
路
は
市
民
生
活
や
産
業
活
動
を

支
え
る
基
盤
で
あ
り
、
安
全
で
円
滑

な
交
通
網
の
整
備
は
欠
か
せ
な
い
。

都
市
計
画
道
路
の
整
備
を
着
実
に
進

め
る
と
と
も
に
、
広
域
連
携
に
よ
る

幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
に

も
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
、
山
間

部
で
は
観
光
周
遊
道
路
の
整
備
に
よ

り
、
観
光
バ
ス
等
の
大
型
車
両
に

も
対
応
で
き
る
環
境
を
整
え
て
き

た
。
物
流
や
観
光
、
防
災
と
い
っ
た

観
点
か
ら
も
、
幹
線
道
路
の
整
備
は

地
域
全
体
の
発
展
に
直
結
す
る
も
の

だ
と
考
え
て
い
る
。
単
な
る
道
路
整

備
で
は
な
く
、
地
域
の
価
値
を
高
め

る
基
盤
と
し
て
整
備
を
進
め
る
と
と

も
に
、
計
画
的
か
つ
着
実
な
事
業
執

行
に
よ
り
、
安
定
的
な
整
備
推
進
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

ア
ウ
ト
ド
ア
事
業
推
進

（
キ
ャ
ン
プ
場
・
レ
ジ
ャ
ー
施
設
）

　「
ア
ウ
ト
ド
ア
の
ま
ち
」
と
し
て

の
取
り
組
み
も
強
化
し
て
い
く
。

キ
ャ
ン
プ
場
や
森
林
公
園
の
整
備
を

進
め
、
既
存
施
設
の
再
整
備
や
民
間

活
力
の
導
入
に
よ
り
、
滞
在
時
間
の

延
長
と
地
域
消
費
の
拡
大
を
図
り
た

い
。
観
光
資
源
は
点
在
し
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
を
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
結
び
、
周
遊
性
を
高
め
る
こ
と
で

地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
を
生
み
出

し
て
い
く
。
花
貫
渓
谷
の
利
活
用
や

森
林
公
園
の
事
業
化
に
つ
い
て
も
、

着
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

３期目登庁では多くの支援者と職員が出迎えた

観光施設利活用・整備の具体化を目指す

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
本
格
展
開

おおぶ　かつのり 1958 年生まれ、67 歳。趣味は映画鑑賞のほ
か、ガーデニングや渓流釣りなど自然に触れること。休日には市内
の山や海を巡る時間を大切にしているほか、地域の行事やイベント
にも積極的に参加。市民との出会いや対話を重視しながら、身近で
開かれた市政運営を心掛けている。
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高
萩
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ー

高
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